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7重付加型シリコーンラバー印象材の撥水性について
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はじめに

廿作や､j弓去精度が憧れているラバー系印象材は 石

膏汗入時に行,='汗Ltをはじき易く. 友fHLLl;lll朋r帰L;やマー

ジン部に'JGLiが迷 入した ;).水洗いした水滴が印象両

に代行して両誌れを起こし/+=りしやすいなtV)I)(点が

あ る . こ u ) /Jl 点 を捕J)ために現在仲川されているLr･.:付

JJlIJr.lJ.シ リ コ ー ン ラバー印象廿には.仙両占什剤を添加

し .撞 木 廿 を 抑 えているというこ.とであるが.臨味の

場 で は さ 吊 二 柚 T'l吊.ll:_剤を甘/Tiする臨l招きl浩･もある,

そ こ で 村 り巨 指 で は シリコーンラバ-1'--)j象付U月汚水

廿 と 柚 両 占什 剤 の 佃 ‖ 効 果 を 確 認 寸 ,IL骨騒,''i:行-'たU)

で報 告 した.

実験方法

親水廿,Tl:.1､川‖里 シ リ コー ン ラ バ ー 印 象 材 で 製作した

シリコーン板試騒片に t射 lIT'ttl.廿 日 Ij を 準 和 し . シりコ-

ン板 卜.Jつ仝両に石膏泥 を '.ihl り - - ) け 佃 科 と 損 動 ,をIj-え.

シリコーン板 [-_に城･存する 硬 化 イ 十 膏 ,}1 - 川 奈 した.親祭

は l日比およびデジタ)L両便からシリコーン板 [･.U)石

膏面積率を求める方法を採った¢

結果および考察

I.肋T'1IL廿廿剤を埴llIしない場合に-)いて

シリコーン板に盛り-)けられた行.lt吊封封最動,Jl-tj･えた

と同時に流れ落ち.シリコーン板Uバ購求カ､吊まじかれな

が ら,中り用;にfjiま:)流れ落ちていく様相が碓認できた

(図 1こl十 そU〕シリコーン板 卜に城付する硬化イ十肯び~)面

積率は約25%であったことから,親水性濃相加型シリ

コーンラバー印象伸輔,萱/)ぐ門三がF■::JA1､と考え吊 Lる.

i).仙痛占廿剤撒布の場合に-)いて

シl)コーン板 卜の行I･LL津山封最動を与えると.シリコー

ン 板辺緑においてわずかには じかれたものu叫 lt)上,:制二

移動する様相はほとんど托し､)出ず.広い抱囲で甘存し

た 廿叫It)l.JIJ)硬化イ十膏の1111浦河1'-は半均87.9%で,卑

両廿性別を撒布すると. シリコーンラバー印象材と石
膏泥の親和廿が約3.封.:'.1･両 [･.したことかL､).親水什 IT.:.1J

加型シリコーンラバーlI.Lj象廿に柚両1廿帰りを津ll;する

ことは勅町村であると一l且われる.
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図 1_各条件における硬化石膏の流動形態

ま とめ

組水廿,'T.:_相加里シリコーンラバー印象材u)板 卜に蟻

lJ:Lする硬化什汗の両手臣辛は. シ T)コー ン板 卜U)半均

1)5日日を占める程度であり.親水什 IT.:.付加里シりコーン

ラバー印射寸o)撞木廿は強いと考えらjLる.

柚f'両占什剤,LJr埴布すると,シTJコーン板Ll~)ほぼ仝l両

を硬化イ汗ilが古め.I:LH象廿とイ汀i‥泥の親和廿が約二;I)T.:I.-A

向 卜LたことかLT),柚 I'[1-till廿摘｣の重石U)在朝作が碓認

できた.

臨味の場においては. とくに支否祐一が 多い印象は.

細部f和叶が多くなるので,石膏注 入媒†′[･:は 珊 しくなる

が . 柚 r'llLilTJ.性別を堕ltjLす'ILことで.印 射 J車り広 い部分

- U)二心』が迷入しにくく.親水廿 IT,:.付加 Jr.-'J.シ リ コー ン

ラ バ ー印象材のイ十肯汗人相作は容♭吊二なると想わ れる,

よって.親 水 件 LT.:_付加里シリコーンラバー印象材を

塗布するこ と は 勃 発的である,


